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第
37
号 

 

平
成
二
八
年(

二
〇
一
六)  

六
月
二
〇
日 

発
行
部
数 

十
五
部 

 
 
 
 
 

（
不
定
期
刊
行
） 

 

発
行
者 

 

東
京
都
羽
村
市 

山
口 

正
義 

 
 

       
 
 
 

埼
玉
及
び
近
郊
の
和
算
研
究
の
個
人
通
信 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
題
字 

伊
藤
武
夫
氏
） 

 

加
須
市
の
算
額
の
見
学 

 

一
、
は
じ
め
に 

 

四
月
二
九
日
、
都
築
利
治
の
こ
と
を
調
べ
る
為
に

加
須
市
中
種
足
に
行
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
の
結

果
に
つ
い
て
は
36
号
で
報
じ
ま
し
た
。
序
で
に
加
須

市
の
算
額
も
見
学
で
き
た
ら
と
思
っ
て
、
予
約
も
せ

ず
予
め
調
べ
て
あ
っ
た
寺
社
に
立
ち
寄
り
ま
し
た
。 

 

立
ち
寄
っ
た
の
は
医
王
寺
、
雷
神
社(

中
種
足)

、

玉
敷
神
社
で
し
た
。
雷
神
社
の
算
額
は
見
学
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、医
王
寺
と
玉
敷
神
社
の
算
額
は「
一

応
」
拝
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

二
、
医
王
寺
の
算
額
（
明
治
32
年
） 

医
王
寺(

芋
茎)

に
着
き
、
お
堂
の
周
り
を
一
通
り

見
て
、
見
当
た
ら
な
い
の
を
確
認
し
て
か
ら
正
面
格

子
か
ら
内
部
を
見
ま
し
た
。
そ
し
た
ら
直
ぐ
に
奥
の

上
段
に
算
額
の
あ
る
の
を
見
つ
け
ま
し
た
。
少
し
興

奮
し
ま
し
た
。
か
な
り
の
大
き
さ
、
図
も
少
し
見
え

ま
す
。
が
文
字
は
遠
す
ぎ
て
不
明
。
写
真
を
撮
り
あ

と
で
確
認
す
れ
ば
あ
る
程
度
読
め
る
か
も
と
淡
い
期

待
を
し
ま
し
た
。
が
撮
っ
た
写
真
を
パ
ソ
コ
ン
上
で

拡
大
し
て
も
多
く
は
読
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
文
字
が

劣
化
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
の
算
額
は
市
の
Ｈ
Ｐ

を
見
て
も
明
治
32
年
に
奉
納
し
た
こ
と
、
芋
茎
の
九

名
を
筆
頭
に
久
喜
・
加
須
の
人
々
の
名
も
あ
る
こ
と

位
し
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
『
埼
玉
の
算
額
』
に

も
記
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
ど
の
よ
う
な
内
容

か
分
か
ら
な
か
っ
た
の
は
残
念
な
こ
と
で
し
た
。 

仕
方
な
く
加
須
市
の
文
化
財
担
当
に
問
い
合
わ

せ
を
し
て
み
た
ら
「
詳
し
い
資
料
は
確
認
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
写
真
に
つ
き
ま
し
て
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
の
も
の
以
外
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
」
と

い
う
、
つ
れ
な
い
回
答
し
か
貰
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

文
化
財
に
指
定
し
て
お
き
な
が
ら
残
念
な
こ
と
で
す
。 

 

僅
か
に
理
解
で
き
た
の
は
次
の
こ
と
の
み
で
す
。 

 

最
初
の
行
に
「
都
築
利
治
」
の
字
が
わ
ず
か
に
認

め
ら
れ
ま
す
。
発
願
人
二
名
の
う
ち
、
一
名
は
「
大

橋
獲
壽
」
と
読
め
る
よ
う
で
す
。
大
宮
氷
川
神
社
算

額
（
明
治
31
年
12
月
10
日
）
に
は
「
北
埼
玉
郡
芋

茎 

関
流
九
傳 

大
橋
獲
壽 

宗
治
」
と
あ
っ
て
一

問
あ
り
ま
す
。
恐
ら
く
同
一
人
物
と
思
わ
れ
ま
す
。 

問
題
は
三
問
で
と
も
に
容
術
の
よ
う
で
す
。
問
題

の
後
に
関
係
者
の
名
前
が
沢
山
あ
る
よ
う
で
す
。 

 

 

医王寺の算額（この算額は 1988年 3月の「埼玉の算額と和算家」で展示されていました。

寸法 160×62㎝。発願人のもう一人は「上野盈三」ということです）（2016年 4月写） 
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三
、
玉
敷
神
社
の
算
額 

 
玉
敷
神
社(

騎
西)

に
行
っ
た
時
は
丁
度
、
大
藤
の

お
祭
り
の
と
き
で
し
た
。
こ
の
大
藤
と
と
も
に
玉
敷

神
社
は
こ
の
地
域
の
有
名
な
神
社
で
し
た
。
ネ
ッ
ト

で
調
べ
る
と
埼
玉
県
の
元
荒
川
流
域
を
中
心
に
数
多

く
分
布
す
る
久
伊
豆
神
社
（
江
戸
時
代
ま
で
は
そ
う

称
さ
れ
て
い
た
）
の
総
本
社
的
存
在
と
の
こ
と
。 

 

社
務
所
に
人
が
い
な
か
っ
た
の
で
、
裏
の
本
宅
に

行
き
見
学
を
お
願
い
し
た
ら
快
く
案
内
ま
で
し
て
頂

き
ま
し
た
。 

 

こ
の
算
額
は
大
正
四
年
十
月
の
奉
納
。
大
正
の
時

期
に
ま
だ
こ
の
よ
う
な
算
額
が
奉
納
さ
れ
て
い
た
こ

と
に
や
は
り
驚
き
で
す
。
都
築
利
治
の
門
人
で
あ
る

堀
越
佐
平
の
門
人
等
が
問
題
を
出
し
て
い
ま
す
。
全

部
で
十
五
問
（
十
五
名
）
あ
り
、
外
に
門
人
名
が
多

数
記
さ
れ
て
い
ま
す
。『
埼
玉
の
算
額
』
に
問
題
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
門
人
は
四
十
一
名
で
、
内
女

子
七
名
と
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

              

 

桜
沢
英
季
と
門
人
の
問
題 

  

一
、
は
じ
め
に 

 

桜
沢
長
右
衛
門
英
季
（
明
和
五
年(

一
七
六
八)

？

～
嘉
永
元
年(

一
八
四
八)

）
の
こ
と
は
22
、
26
号

で
述
べ
ま
し
た
が
、
問
題
に
つ
い
て
は
「
産
泰
神
社

の
算
額
の
問
題
は
穿
去
問
題
な
ど
の
難
問
で
す
」
と

述
べ
た
の
み
で
、具
体
的
に
は
述
べ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

前
橋
市
下
大
屋
町
の
産
泰(

さ
ん
た
い)

神
社
の
算
額

は
勿
論
現
存
し
ま
せ
ん
が
、「
富
弘
美
術
館
」
に
行
っ

た
帰
り
に
産
泰
神
社
に
寄
っ
た
こ
と
を
契
機
に
、
そ

の
内
容
が
載
っ
て
い
る
『
群
馬
の
算
額
』
を
再
度
改

め
て
見
ま
し
た
。
こ
の
算
額
に
は
桜
沢
英
季
と
そ
の

門
人
四
人
に
よ
る
五
問
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
内
、
三

問
が
穿
去
問
題
で
す
。
筆
者
に
は
直
ぐ
に
解
け
る
自

信
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、『
続 

群
馬
の
算
額
解
法
』

に
載
っ
て
い
る
解
法
を
見
て
次
に
記
し
ま
す
。 

 

二
、
桜
沢
英
季
の
問
題 

桜
沢
の
問
題
は
次
の
よ
う
に
、
円
筒
を
三
角
柱
で

穿
去
し
た
場
合
の
切
り
口
の
面
積
（
覓
積(

べ
き
せ
き)

）

を
求
め
る
も
の
で
す
。
斎
藤
宜
義
の
門
人
故
に
解
き

得
た
問
題
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

    

            玉敷神社の算額（2016年 4月写） 
（この算額も 1988年 3月の「埼玉の算額と和算家」で展示されています。寸法 200×103㎝） 

     玉敷神社（2016年 4月写） 
（算額は正面から見て本殿内左上にある） 

三角柱の定義 
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三
、
門
人
橋
本
貞
次
郎
の
問
題 

 

「
門
人 

武
州
榛
沢
郡
手
計
村 

橋
本
貞
次
郎
尹

寿
」
と
あ
る
人
の
問
題
は
、
菱
形
の
角
柱
が
円
筒
を

貫
い
た
と
き
の
穿
去
体
積
を
求
め
る
も
の
で
す
。 

                        

        

な
お
、
手
計(

て
ば
か
り)

村
は
現
在
の
深
谷
市
上
手
計
、

あ
る
い
は
下
手
計
か
。 

  

四
、
門
人
島
田
文
吉
信
安
の
問
題 

「
門
人 

武
州
榛
沢
郡
待
田
村 

島
田
文
吉
信

安
」
と
あ
る
人
の
問
題
は
、
ち
ょ
っ
と
原
文
を
読
ん

だ
だ
け
で
は
理
解
で
き
そ
う
も
な
い
。『
続 

群
馬
の

算
額
解
法
』
に
よ
れ
ば
、「
同
じ
径
の
円
筒
二
個
、
直

角
に
交
わ
っ
て
い
る
と
き
に
、
覓
積
（
切
り
口
の
面

積
）
を
与
え
て
、
交
積
（
穿
ち
と
ら
れ
た
あ
と
の
空

洞
の
表
面
積
）
と
穿
去
積
（
穿
ち
取
ら
れ
た
体
積
）」

を
求
め
る
も
の
で
す
。後
半
の
を
解
く
の
は
難
し
い
。 

        

解いたのだろうか。この問題もそのように

分を行うことが多い。を級数展開して項別積

和算家は被積分関数二重積分の問題だが、

算額解法」に等しい（これは「続　群馬の

のようになる。術文：解読すれば以下

を求めよ。　　　切口の面積

を与えて中鉤大斜　　　円筒径

平行である場合に　　　対辺は中心軸に

中心（軸上）にあり　　　の頂点は円筒の

貫いている。三角形題意：円筒を三角柱が　

)
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今
有
如
図
円
壔
穿
去
三
斜
中
小
斜
尖 

与
壔
心
相
交
而
平
行
也
円
壔
径
若
干 

大
斜
若
干
中
鉤
若
干
問
穿
去
覓
積
如
何  

 
 
 
 
 
 
 
 

答
曰 

如
左
術 

術
曰 
以
壔
径
除
中
鉤
自
之
以
二
分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
厘
減
余
開
平
方
之
以
減
五
分
余
乗 

 
 
 

大
斜
及
壔
径
冪
以
中
鉤
二
段
除
之
得
覓
積
合
問 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

関
流
七
伝
斎
藤
宜
義
門
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

武
州
榛
沢
郡
小
茂
田
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

桜
沢
長
右
衛
門
英
季 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今
有
如
図
満
円
壔
穿
去
菱
長
若
干
菱 

平
若
干
問
穿
去
積
如
何  

 
 
 
 
 
 
 
 

答
曰 

如
左
術 

術
曰 

置
平
自
之
乗
長
二
因
三
除
之 

得
穿
去
積
合
問 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 

同
門
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

武
州
榛
沢
郡
手
計
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

橋
本
貞
次
郎
尹
寿 
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ようになるという。違いで、正しくは次の

」によればこれは間「続　群馬の算額解法

菱長菱平

のようになる。術文：解読すれば以下

　　　　いる

な稜は円筒に接して　　　　円筒軸に垂直

円筒軸に垂直であり、　　　但し角柱の軸は

める。　　　の穿去体積を求

筒を貫通した場合題意：菱形の角柱が円　

図は歪んだ菱形
だが、正しい菱
形を想定する 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今
如
図
有
円
壔
穿
去
円
其
覓
積
若
干 

問
交
積
及
穿
去
積
如
何  

 
 
 
 
 
 
 
 

答
曰 

如
左
術 

術
曰 

置
覓
積
倍
之
得
交
積
置
覓
積 

平
法(

方)

開
之
乗
交
積
三
除
之
得
穿

去
積
合
問 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

桜
沢
門
人 

 

武
州
榛
沢
郡
待
田
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

島
田
文
吉
信
安 
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な
お
、
武
州
榛
沢
郡
待
田
村
の
現
在
地
は
不
明
。 

  

五
、
門
人
権
田
源
之
助
正
賢
の
問
題 

「
桜
沢
門
人 

武
州
幡
羅(

は
た
ら)

郡
三
箇
尾
村 

権
田
源
之
助
正
賢
」
と
は
、
熊
谷
市
三
ヶ
尻
の
権
田

義
長
の
こ
と
。
穿
去
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

          

 

図
で
、
外
円
径
が
９
寸
の
と
き
に
等(

ホ)

円
径
を

問
う
も
の
だ
が
、『
続 

群
馬
の
算
額
解
法
』
に
よ
れ

ば
答
が
合
っ
て
い
な
い
。
よ
く
似
た
問
題
が
貫
前
神

社
の
算
額
（
安
政
五
年
三
月
）、
及
び
清
水
寺
の
算
額

（
安
政
五
年
十
一
月
、「
数
理
神
篇
」
に
よ
る
）
に
も

あ
る
が
丙
円
の
位
置
が
異
な
る
。
権
田
の
も
の
は
こ

れ
ら
の
算
額
と
数
値
も
同
じ
だ
か
ら
、
図
を
書
き
間

違
え
た
可
能
性
が
あ
る
。 

        

            

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

群
馬
県
和
算
研
究
会
の
会
報
に
寄
稿 

 
 

群
馬
県
和
算
研
究
会
の
会
報
第
50
号
記
念（2

0
1
6

年
3
月
24
日
発
行
）
に
、
拙
著
の
「
市
川
行
英
門

人
・
石
井
弥
四
郎
和
儀
の
こ
と
」
と
題
し
た
小
論
文

が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
解
読
し
た
「
石
井
家
文
書
」

と
、
子
の
権
現
の
算
額
、
そ
れ
に
弥
四
郎
の
墓
な
ど

に
つ
い
て
要
約
的
に
述
べ
た
も
の
で
す
。 

 

同
研
究
会
の
編
集
者
の
皆
様
に
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

編
集
後
記 

 

今
号
の
算
額
の
問
題
は
解
読
だ
け
で
、
自
分
で
解

い
た
も
の
が
な
く
、
赤
面
の
至
り
で
す
。 

 

先
日
、
若
か
り
し
頃
の
会
社
員
時
代
の
仲
間
六
人

で
会
い
ま
し
た
。二
～
三
年
間
隔
の
集
ま
り
で
す
が
、

昔
話
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
の
も
良
い
も
の
で
す
。 

と
こ
ろ
で
、
今
年
の
梅
雨
は
空
梅
雨
か
。
都
民
の

水
瓶
に
な
る
群
馬
方
面
の
ダ
ム
の
水
量
も
心
配
。
災

害
が
起
こ
る
程
の
降
り
で
は
困
る
が
、
適
度
に
降
ら

な
い
と
作
物
も
困
る
。
今
年
の
夏
は
暑
そ
う
だ
。 

空
梅
雨
で
も
紫
陽
花
は
咲
く
。
島
倉
千
代
子
の

「
あ
じ
さ
い
旅
情
」
と
い
う
（
一
般
に
は
余
り
知
ら

れ
て
い
な
い
）
歌
を
思
い
出
し
ま
す
。 

よればこれは正しい。

」に「続　群馬の算額解法

　　　　

はまた、穿去積

　

とすれば

とし、交積を術文：覓積を

題意：説明済み。　

＊

＊

＊

3

2

SS
V

V

SS

SS





 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

今
有
如
図
円
内
容
甲
円

乙
円

丙 

円

等
円

就
三
角
外
円
径
九
寸
問 

等
円
径
若
干 

 
 

答
曰 

等
円
径
一
寸 

術
曰 

置
外
円
径
九
除
之
得
等
円
径 

合
問 

 
 
 
 

桜
沢
門
人 

 
 
 
 
 

武
州
幡
羅
郡
三
箇
尾
村 

権
田
源
之
助
正
賢 

   産泰神社（2016年 5月写） 
貫前神社及び清水寺
の算額の問題図 


